
銑　鉄　鋳　物　生　産　状　況
本葬は大阪府下における「生産動態統計環査」（捜械朗係）に上る生産実績で
あって対象工場（全従業員10名以上）は1カ月平均241礫蛸工場であるぅ

名
出　　　　　　　　　　　　　荷
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第72表　　　銅　合　金　鋳　物　生　産　状　況
本表は大阪府下における「生産動態統計調査J（機械関係）による生産実損で

あって対象工場（全従業員5名以上）は1カ月平均105常勤工場である。
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第73衷 軽 合　金　鋳　物　生　産　状　況
本表は大阪貯下における「生邑動態統計調査」（島械関係）による生産東棟で

あって対象工場（全従事員10名以上）は1カ月平均24稼動工場である。

名
出　　　　　　　　　　　　　荷

数　　　量　■容量文は重量卜金　額（千円）1数　　　量　巨容量文は重量．金　額（千円）

第74衷 光　学　機　械　生　産　状　況
本表は大阪貯下におけるr生産動態統計網査」（機械関係）による生産実績で
あって対象工場（全従業員20名以上）は1カ月平均3稼動工場である。
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第　9　章　　建築及び住居

（1）着工建築物の年次別推移状況

海外の好景気によって支えられた昭和刀年の好況は、大阪経卸こも反映し、これにつづく・昭和31年の大阪経済活

動も前年をはるかに上まわる活況をみた。ここ建熱・こおいても前年を大いに上まわり、これを指定統計である建築動

態統計調査によってみると、次のようになる。

建　築　物　の　着　工　量

丁　■‾声一宙　へ‘「ト疲　数‾でさ　－！　　ノ、延べ面積

昭和27年

28

29

：丈）

31

24831

23537

18535

18‾18：）

22814

8168∈0

866179

729172

711745

1052781

以上の如く昭和31年に着工された建築物の捻棟数は22814瞳、その繰延べ面掛ま1052781坪で、これを繭年と比

較すると棟数で4654棟、（刀．4％）その延べ面環で34193坪（32．5％）の増加となっている0

（2）建築物の着工状況及び前年とあ麺滅状況二■‾∵

建築物の着工状況を建築主の別に、棟数及び延べ面積について前年と比較すると次のようになる○

建　築　主　別　の　着　工　状　況

昭和30年　　　　　　　　　　昭和31年

棟　数、　延べ面穣　　′J権　勢　　延べ面積

国　　　　　　145　　　　29970　　　　　199　　　　334（冶

都　道　府　県　　　545　　　15593　　　　　844　　　　29054

市　区　町　村　　1155　　　　69264　　　　1540　　　　81825

会社その他の法人　　4158　　　2578刀　　　　6刀5　　　4田813

個　　　　　　人　12157　　　339091　　　14026　　　423491

）
　
環
　
遍

粁
　
面
　
4

印
　
ベ
　
3

い

　

・

減贈
　
数
　
5
4

度

299　　　　13461

385　　　　12561

2047　　　　2279g3

1469　　　　　844〔二0

上表に表すとおり、脅建築主について大幅な増加をみているが、なかでも、都道府県によるもの、会社その他の法

人によるものが上伸著しく、それぞれ、榛数で54．9％、49．2％、延べ面積で鎚・3％、漁・4％と倍加をみてをり・つづ

いて、国によるもの、市区町村によるものが、それぞれ綾数で37．2％、33．3％、延べ面積で11■5％、181％と増加

している。これは都道府県、会社がこの面に大いにカを入れ、府県営住宅、会社、公確による住宅が増築された事を

ものがたるもので、またその延べ面税が枚数以上に増加しているのは大観院な建築が多くなったことを元すものだろ

う。次に構造別の棟数及びその延べ面積について前年と比較してみると次のようになる。

構　造　別　着　工　状　況

昭和訂年　　　　　　　　　昭和31年　　　　　　　増減（△印減）

棟　数　　延べ面積　　　棟　数　　延べ面積　　　棟　数　延べ面積

木　　　　　　造　16561　　4鉛434　　　19繁（〕　　6225弘　　　　3399　142252

鉄筋コソクリート造　1002　　177575　　　1795　　　335543　　　　　793　157第8

鉄　　　骨　　　造　　　425　　　　48732　　　　　652　　　　79555　　　　　22フ　　　刀823

そ　　　の　　　他　　　172　　　　5〔氾7　　　　　407　　　15咲）7　　　　　235　　10∝Xこ）

上表に示すとおり、各構造匿ついても増加をみているが、特に上昇著しかったのは、その他の建築物、鉄筋コソク

ワート造建築物で、それぞれ棟数で⊥36．6％、79．1％、その延べ面積で17．7％、89．0％の増加をみている。これに反し

て木造は校数で罰．5％、延べ面環で刀．6％しか増加してをらず、このことは建築物が耐久力があり、しかも不燃性の

ものであることが強く要求されて来たことをものがたるものであろう。しかし木造は総棟数、総延べ面積共依然他を

ひきはなしている。

また、用途別の棟数、延べ両横について前年と比較してみると次のとおりである。

用　途　別

昭和30年

梗　数　　延べ面積

居住専用建築物　　9143　　　248412

虐住産業併用建築物　　3227　　　93064

産業用　建　築　物　　579〕　　370272

建築及び住居　　210

着　工　状　況

昭和31年　　　　　　　増　減（△印漸）

棟　数　　延べ面壌　　　棟　数　　延べ面積

12236　　　387416　　　　　3003　　　139∝減

3357　　　107587　　　　　130　　　　14523

7221　　　558588　　　　1431　　　1【廻316

ー上表のとおり居住産業併用建築物が棟数で前年より4・0％、その延べ面環で15．6％の増加にとどきり、居住専用建

築物、産業用建築物は、それぞれ株数で33・8％、24．7％、延べ両横で弧0％、訂．9％と大硲な増加をみている。

（3）着工住宅の年次別推移

以上みて来たのは建築物全体についてであるが、住宅のみに限って、その建設状況を年次別推移を昭和27年基準でみ

ると、昭和27年1∞．0、刀隼閑．0、29年幻．8、刀年85．9、31年141．3％となっている。

昭和27年

28

29

30

31

住　宅　の　着　工　状　況

戸　数

26　534

26654

24463

24　511

37　497

トト、血繊

：廻520〕

378159

32319こ）

331535

479578

上の数字が戻すように、デフレ様相の濃厚であった昭和カ年を底として、昭和30年は住民戸数24511戸、その延べ

面積331535坪と前年より48戸（0・2％）8355坪（2，6％）と増加をみ、また茶31年は住宅戸数37497戸、その延べ面

積479578坪で、それぞれ13％6戸、（鼠．0％）、148043坪、（44．7％）と大幅な増加をみている。

（4）新設住宅の着工状況及び前年との増減状況

新設住宅の着工欄を専用住宅、農漁業用併用住宅等の種類別に前年と比較すると次のとおりである。

種　類　別　着　工　状　況

昭和刀年　　　　　　　　　昭和31年　　　　　　　増　斬（△耶練）

戸　数　　延べ面額　　　戸　数　　延べ面積　　　戸　数　　延べ面積

専　用　住　宅　　18812　　225499　　　二刀899　　3幻161　　12087　　124〔62

農漁業用併用住宅　　　107　　　3381　　　　91　　　3412　　　△16　　　　　31

一眼併用住宅　　　3428　　　75421　　　3859　　　92926　　　　　431　　17刃5

その他の住宅　　　　347　　　2777　　　　　462　　　3256　　　　115　　　　　479

昨刀年、増加の著しかった農漁業用併用住宅、また増加をみた一般併用住宅は、本31年には農漁業用併用住宅で棟

数15・0％薪、延べ面櫛〇・9％増となり、一般併用住宅はそれぞれ12．6％、23．2％の増加となっている。これに反して

昨年渾少をみた専用住宅その他の住宅は、それぞれ棟数で64．3％、33．1％、その延べ面積で55．3％、17．2％と大幅な

上昇をみている。

次に利用関係別で絹年と比較してみると次のとおりである。

利　用　内　債　別　着　工　状　況

昭和30年　　　　　　　　　昭和31年　　　　　　　増　減（△印派）

戸　数　　延べ両帝　　　戸　数　　延べ面積　　　戸　数　　延べ面積

持　■　　　　家　　　7342　　150693　　　　8311　181㈱　　　　　％9　　　31刀5

貸　　　　　家　　10848　　（追幻3　　　18922　　1∽521　　　8074　　　63〔88

給　与　住　宅　1544　　239号1　　2039　　316罰　　　495　　　7槌9

そ　　の　　他　　　29a：）　　35611　　　6040　　　75426　　　　30［0　　　39815

上表のとおり、各利用関係で措加をみているが、なかでも貸家、その他の住宅の牌加は著しく、各々棟数で74．4％、

104・1％、延べ面税で弧8％、1m．8％の増加となっている。これは二三年前より流行し出した建売り、すなわち分譲

住宅が大幅に伸びたことをものがたるものであり、又貸家の増加はアパート建設の滑加によるものだろう。
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第1衷 建　　　　築　　　　主　　　　別
本表は指定統計の「建築勤帯統計調査」による着工建築物の数字

各府県の知事に対して着工の届出があったものlこついて行う。羽
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第2衷　　　　　　　　　　構　　　　造　　　　別　　　　月
本封i指定統計の「建築動態統計調査」による着工建築物の数字
府県の知事に対して訂．工の届出があったものについて行う，調査

（注〉中位：梼歓　横、延べ面！貰　坪。　　資料　大蛸壷塾築部推考課。

月　　　別　　　建　　　築　　　物　（着工）
である．本調査は建築基準法第15桑の規定によって、掛築主から

童の対象は延面積10平方メートル以上の建築（改、増築を含む）である。
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第　3　表 用途　　　　別　　　一　見
本家は指定統計の「建築動態統計調査」による着工襲築物の数字で

の知恥こ対して着工の届出があったものについて行う。調査の対象

捻　　　　数

棟　　数

L

↓

l

■

一
年

年

7
8
6
m
⊥

1
⊥2

延べ両横

居住専用建築物

181〔8　　711748

19457　　946004

1212　　　68409

1165　　　72475

1596　　　67350

1692　　1101g6

1949　　　89981

1469　　　63獣）7

1925　　　76腿4

1732　　　74531

1947　　　84145

1946　　　99∽

1356　　　75265

1478　　　65853

産　　　　　　　　　　　業
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215　　建鞭及び住居

第　5　衷

年

利　　　用　　　関　　　係　　　別
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第7表　　　府　県　別　居　住　状　況　（昭和30年）
本表は「昭翫0年国勢調査」1影抽出集計による1D月1日現在の清適世帯lこかんする数字である。
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第　10　章

電気ガス水道業


